
市民の森 月例観察会 第８回 2019.11.5 

 

 作成：NPO 法人 八ヶ岳森林文化の会 森林観察学習部会 

（Tel: 0266-75-1772 Mail: shinrin_bunka@yahoo.co.jp） 
掲示許可：茅野市 環境課 環境保全係 

  
 毎年、一般募集して結成した月例観察会メンバーにより、月一回の月例観察会を行っています。

そのメンバーから市民の森を散策される皆さんへ、メッセージをお届けします。市民の森の現在

の様子（咲いている花、飛んでいる蝶など）をお伝えしますので、ご参考に、気持ちの良い散策を

お楽しみください。月例観察会は、１回参加も受け付けております。お問い合わせは 75-1772． 
 
 茅野市 市民の森ガイドブック「市民の森に集う」（新書版１４４ページ）は茅野市役所 環境課 

環境保全係で無料配布しております。是非、散策のお供に！ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「終わりよければすべてよし」の気分  （ＳＵ） 

「赤い鳥小鳥 なぜなぜ赤い 赤い実を食べた」最

後の観察会では赤い実をたくさん見かけました。大き

さ・形・色合いが、微妙に違って、ついでに味も違いま

した。 

「白い鳥小鳥 なぜなぜ白い 白い実を食べた」 

大好きなエナガが、小さいのによく響く声でさえずり

ながら飛び回っていました。（白い実は見かけなかっ

た・・・エナガは虫を食べるらしい） 

「青い鳥小鳥 なぜなぜ青い 青い実を食べた」 

サワフタギの青い実は、いつ見ても美しいと思いま

す。クサギの実は赤？青？どちらにしましょうか。 

11 月に観察した昆虫  （悦） 

蝶：②１０９～１１８ 

 ●オオムラサキ幼虫 

●カレハガの幼虫 

●ナシケンモンの幼虫 

トンボ：②１２７～１２８ 

●オオアオイトトンボ？ 

 
その他 

●ナミテントウ 

 
●セアカツノカメムシ 

   
●ハタケヤマヒゲボソムシヒキ 

  
 ●アカスジキンカメムシの幼虫 

   
●クリオオアブラムシ 

 

～今、市民の森では！～ 

最後の快晴 （悦）          

今年の最終回は晴天に恵まれました。 

今回は、沢沿いの小径を通り、南コースを

池へ。池でのんびり昼食をとり、野鳥の小

径を駐車場へ戻るというコースです。 

野鳥の小径は余り利用しなかったのです

が、ネズと他では観察できないアサダの

若木に樹木札を掛けました。 

 

記号の説明： 
①ｘｘ：ガイドブック「市民の森に集う」ｘｘページ参照 
②ｘｘ：ガイドブック２「森を楽しむ」ｘｘページ参照 

 
ガイドブック２「森を楽しむ」は、２０１７年３月
に発行し、只今、３００円で販売中。 
《取扱所》 茅野市観光案内所 

(茅野駅ビル２Ｆ) 
     原村 自家焙煎珈琲の店 香芯 
《問合せ》 NPO 法人 八ヶ岳森林文化の会 

☎： 0266- 75-1772 

運動不足解消    （池）  

私の参加動機、いつもの運動不足解消ですが、今回は紅葉

の写真狙いも兼ね愛用のソニーカメラα7Ⅲ持参で参加し

ました。紅葉は 1か所でしか撮れませんでしたがマムシグサ

の中身や紫のキノコなども撮れ、良い日でした。容量が大き

く送れなかったので残念。 
e 

         

昆虫もたくさん
載っています 

実たくさん  （佳） 

木々の紅葉もきれいだったし、それぞれの実

がまた可愛らしく、小鳥などの大事な餌にもな

るであろう実りに満足。黒さんに真似て食べる

と、コバノガマズミ、うん美味しい。 

  
コバノガマズミ     アブラチャン 

  
ナツハゼ       ムラサキシキブ 
 

実たくさん  （そ） 

●秋色の吉田山には、コバノガマズミ・ミヤマガマズ

ミ・カマツカ・アオハダ・等々の赤い実が沢山ついて

いました。それぞれ微妙に大きさや形に違いがあり

面白かったです。 

●コクサギの実はとても

可愛く、ブローチにしたい

くらいです。 

●赤い実が多い中、サワ

フタギの深いブルーの実

が印象的でした。  

 

テンナンショウ（マムシグサ） （滝） 

11 月の吉田山で、秋の一日を楽しみました。 赤い

実、とひとくちに言っても「ガマズミ、コバノガマズ

ミ、サルマメ、カマツカ、アオハダ、ミヤマガマズミ」

といろいろあり、まだまだ区別はつきません。「テン

ナンショウ（マムシグサ）」だけわかりました。 



 

 

  

 

頂上広場  

中央コース 1.5Km 
山頂広場⇔池 

→25 分 ←35 分 
（標高差１００ｍ） 

 
1.3Km 

駐車場⇔山頂広場 
→60 分 ←45 分 

（標高差１００ｍ） 
 南コース 1.8Km 

駐車場⇔池 
→40 分 ←50 分 

ほぼ平坦 

（11月） 

東コース 1.0Km 
池⇔横河口 

→20 分 ←25 分 
ほぼ平坦 

 

せせらぎコース 1.2Km 
南コースとの分岐⇔横河口 
→35 分 ←40 分 

ほぼ平坦 
 

フサザクラ 

 

ガマズミ属の比較   （悦） 

４種のガマズミ属の区別が難しかったので纏めて見ました。 

  

深まる秋そして来春の準備へ  （口） 

●カラマツは黄金色にそして落葉に 

●カマツカは紅葉して市民の森で沢山発見 

●センボンヤリの綿毛、風を待ち新天地へ 

●落ちたドングリは帽子を外し、発芽 

  

●ミヤマガマズミの葉は革細工の風合い 

●コバノガマズミに小さな托葉発見。 

    

この風景は  (矢) 

紅葉を撮影する人、野鳥の小道を歩く人、いずれも人の

手により適度に森を管理（整備）しているからこその風

景なのかなと思います。 

自然は厳しくもあり、優しくもあり、これからどう変化し

ていくか読めませんが、市民の森が市民の森であり続け

るよう、祈りたくなるような写真です。（と思います！） 

  

実りの季節なのか？    （黒）          

この１１月という時期、なんという実りの季節な

のかと驚くばかりのたわわな赤い実をたくさ

ん目にしました。ガマズミ、ミヤマガマズミ、コ

バノガマズミ、オトコヨウゾメ、カマツカ、アオ

ハダなどなど、見ているほうが赤く染まりそ

うなくらいに沢山の赤い実。しかも、その大半

がおいしい！小鳥もうれしいだろうし、私たち

人間も目に美しく、かつおいしくてうれしい。 

さらに青い実のサワフタギ、黒い実のナツハ

ゼ。ナツハゼのジャムは何とも言えない野趣

があり、おいしい。 

と、食べることばかりですが、紅葉も、やっぱ

り、なかなか。特にカマツカの特徴的な色合い

の紅葉は特筆できるものです。そして、花で

は、やっぱりセンブリ。開花時期に間に合わな

かったけれど、確かにここに生きていることが

確認できてうれしかった。来年は花咲く姿を見

たいものです。  

e 

キノキたくさん  (悦) 

 

例年の１１月はキノコは余

り目に付きませんが、今

年は、（口）さんのびくは

きのこが一杯でした。矢

張り暖かいせいでしょう

か？ 

 

e 

ツルリンドウ 

e 

アオハダ 
 

 

e 

葉を外してみると 
托葉がよく見えます。 


